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第4回 IMCRA 
（国際医療危機対応同盟） 
シンポジウムと 
ワークショップ
日程：7月 31 日（日）
会場：仙台 TKPカンファレンスセ
ンター（宮城県仙台市）
テーマ：長期的なケア提供者の体験
─患者，医療，提供者，現実
プログラム：基調講演「効果的な救
済活動における介護者観点の重要─
保健師の経験」富田博秋（東北大
学），「長期的災害ケアにおいて日本
が経験したことのグローバル化─文
化的背景，基本ニーズ，協力」丹羽
真一（福島県立医科大学），「患者の
視点─介護士と子ども　地方と遠隔
地」本間博彰（あさかクリニック）／
事例報告「福島／放射能の危険に対
処する私達の経験」「岩手／医療過
疎地に起きた大規模災害への遠隔支
援の経験から」「宮城／地域支援グ
ループの国際援助グループの調整，
課題，教訓」／ワークショップ／ま
とめ・懇親会
参加費：無料
対象：
①医療関係者（精神科医，看護師，
保健師，心理学者，臨床心理士），
セラピスト，カウンセラー，アドバ
イザー，聖職者など
②東日本大震災の被災者の方の介護
を何か月か担当した方
③東日本大震災で学んだ経験・知識
を，世界で同じような局面に遭遇し
て困っている人々に提供したい方
④東日本大震災での経験を他の参加
者と分かち合い今後に役立てたい方
⑤東北に何らかのつながりがある方
申し込み・問い合わせ先：

hedberg@imcra.org

http://imcrajapan.wix.com/imcra
https://facebook.com/IMCRAllia 

nce/

東京都新任訪問看護師 
就労応援事業
講演会「訪問看護は素敵 ! 
トーク&相談会」
日程：8月 6日（土）
会場：東京都看護協会 2階サーク
ル室（東京都新宿区）
プログラム：リレートーク〈訪問看
護師として働く !!〉「訪問看護師の
一日」宮田乃有（なごみ訪問看護ス
テーション），「子育て中でも働け
る」渡邊美也子（船堀ホームナース
にじ），「訪問看護師としてのやりが
い」柴田三奈子（山の上ナース訪問
看護ステーション）／対談「夢を
もって地域包括ケアを実現しよう !
─地域で，自分らしく最期まで」宇
都宮宏子（在宅ケア移行支援研究
所），井上多鶴子（板橋区医師会在宅
医療センター）／質疑応答／ミニ相
談コーナー
参加費：無料
対象：都内在住・在籍の看護職（訪
問看護に関心のある方はぜひ）
定員：200 名
申し込み方法：ホームページ（http:// 
www.tna.or.jp/）から，またはダウン
ロードした用紙を FAXにて送付。
問い合わせ先：東京都看護協会事業
部
☎ 03-5229-1281

03-5229-1524
http://www.tna.or.jp/

第25回健康学習学会
日程：8月 20 日（土），21日（日）
会場：大宮ソニックシティ（埼玉県
さいたま市）
テーマ：100 年の人生と健康学習
プログラム：
［8月 20日］
オープニングセッション「健康は元
気と病気の調和」石川雄一（日本ヘ

ルスサイエンスセンター），本松茂
（博仁会共済病院）／セッション 1
「健康学習ベーシック」植村瑠美（ヘ
ルシー Box），野村悠（川崎市立多摩
病院救急災害医療センター），中山
進（南奈良総合医療センター），大堺
浩子（日立ビルシステム），セッショ
ン 2「人間関係のストレスを楽しむ
─幸せを創るホントのポジティブ思
考」水科江利子（セルフアドヴァン
ス協会），佐藤幸子（リコー三愛健康
保険組合，輝楽人），野澤智子（博仁
会共済病院），藤田茉祐（燕市役
所），石田奈津子（保健師），セッ
ション 3「科学的に正しい自信のつ
くり方─コミュニティ全体を動かし
た事例より　パート 2」下田哲広
（キャンサースキャン），若林巧貴
（身体教育医学研究所うんなん），水
越真代（シャイニング・ライフ，エ
ルイーシー合同会社）／懇親会
［8月 21日］
セッション 1「つながりから生まれ
るまちづくり─誰もが自分らしく暮
らせるために !」土本千景（ヘル
シー Box，御嵩町役場），岡田賀子
（ヘルシー Box，安城市役所），佐藤
知子（ヘルシー Box，津島市役所），
宮道亮輔（あいハンディクリニッ
ク），セッション 2「塾女に学ぶ !　
つまらないを面白いに変える技」鵜
澤真由美（日立ビルシステム，輝楽
人），田口郁美（花水木内科，たーの
会），林田ひろみ（福岡県京筑保健福
祉環境事務所，ふくおか塾），佐藤
弘行（日立ビルシステムエンジニア
リング），井坂忠夫（メディハートあ
すなろ薬局，たーの会），セッショ
ン 3「困難の乗り越え方」中村伸一
（おおい町国保名田庄診療所），三田
陽子（北陸学院大学短期大学部），下
田哲広／全体ディスカッション
対象：保健医療従事者，健康づくり
に携わる方，学生等
定員：200 名（先着順）
参加費： 会 員 1万 円， 一 般 1万
2000 円，学生 3000 円
※懇親会 4000 円別途
申し込み方法：郵送／ FAXにて専
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用申込用紙を送付。または下記
URL より。
問い合わせ先：第 25回健康学習学
会事務局
〒107-0062　東京都港区南青山
5-10-5-904　日本ヘルスサイエン
スセンター内
☎ 03-3409-4025

03-3409-4075
http://www.social-marketing.co.

jp/

大分県立看護科学大学 
第18回看護国際フォーラム
日程：10月 29 日（土）
会場：別府ビーコンプラザ国際会議
場（大分県別府市）
テーマ：認知症の人と紡ぐ看護実践
─今，私達に求められる看護のチカ
ラ
プログラム：「認知症とともに，よ
りよく生きる」吉田美穂，水谷佳子
（のぞみメモリークリニック，認知
症当事者の会）／「日本と大分の認知
症施策の方向性と看護職への期待」
吉田知可（大分県福祉保健部）／「的
確にアセスメントし，せん妄を予防
する」小川朝生（国立がん研究セン
ター東病院）／「重症認知症患者が快
適に過ごすための看護の在り方」
キャロル・O・ロング（米国アリゾ
ナ州立大学校看護医療大学）／総合
討論
参加費：一般 2000 円，学生 500
円（資料代等）
※同時通訳レシーバー代 1000 円
申し込み締切：10月 14 日（金）
申し込み方法：E-mail（forum2016 
@oita-nhs.ac.jp），または往復ハガ
キに所属，氏名，同時通訳レシー
バー使用の有無と，返信用に送付先
を記入のうえ下記事務局まで。
問い合わせ先：
大分県立看護科学大学第 18回看護
国際フォーラム事務局
〒870-1201　大分県大分市大字廻
栖野 2944-9

http://www.oita-nhs.ac. jp/

events/detail/21

第5回日本公衆衛生看護 
学会学術集会
日程：2017 年 1月 21 日（土），22
日（日）
会場：仙台国際センター（宮城県仙
台市）
メインテーマ：公衆衛生看護のソー
シャルデザイン─人々と共にまちと
くらしの未来を拓く
プログラム（予定）：会長講演／基調
講演／教育講演／各種シンポジウ
ム・セミナー等／ポスター発表／
ワークショップ／その他
申し込み期間（予定）：事前参加登録
7/1～10/31，一般演題・ワーク
ショップ募集 7/1～9/30
問い合わせ先：第 5回日本公衆衛
生看護学会学術集会事務局
〒980-8575　宮城県仙台市青葉区
星陵町 2-1
東北大学大学院医学系研究科公衆衛
生看護学分野内

japhn5@pubnurse.med.tohoku.
ac.jp

http://japhn5.yupia.net

国立保健医療科学院
公衆衛生看護研修 
（統括保健師）
期間：2017年 1月 24日（火）～1月
26 日（木） 3 日間
場所：国立保健医療科学院（埼玉県
和光市）
目的：統括的役割を担う保健師とし
て，課題を改善するために組織横断
的に総合調整しながら効果的，効率
的な公衆衛生看護活動を推進する能
力を養うことを目的とする。
一般目標：統括的役割を担う保健師
として，組織横断的に総合調整しな
がら効果的，効率的な公衆衛生看護
活動を推進できる。
到達目標：①地域保健を取り巻く社
会情勢や施策の動向を理解し，統括
保健師としての役割を説明できる，

②統括的役割を担う保健師として，
保健師の保健活動を推進するための
ビジョンと戦略を記述できる，③組
織内外の関係者との連携・調整，
ネットワークを確立するための具体
的方法とそのために必要な能力を説
明できる，④統括的な役割を担うう
えでの自身の課題を見出し，課題解
決の方法を言語化できる。
対象者：都道府県・保健所設置市
（政令市・特別区等）において，現
在，統括的役割を担う保健師
定員：25名
研修内容：下記URL 参照
受付期間：2016年10月11日（火）～
11月 11 日（金）
その他：①書類審査により受講の可
否を決定します。②受講の可否通知
については派遣機関宛に通知しま
す。その後，受講者宛に時間表等の
必要書類を送付します。③研修に際
し，本院敷地内の寄宿舎が利用でき
ます。ただし，長期研修での入居希
望を優先しますのでご希望にそえな
い場合もあります。利用できない場
合は，各自で宿泊場所を手配願いま
す。④本院は敷地内全面禁煙になっ
ています。
問い合わせ先：国立保健医療科学院
総務部研修・業務課研修第三係
☎ 048-458-6116

https://www.niph.go.jp/entrance/ 
h28/course/short/short_hoken15.
html

平成28年度日本公衆衛生看護学会
保健師実践力向上セミナー
日時：8月 20日 ( 土 )10:30～16:00
会場：品川インターシティ会議室
　　　（東京都港区）
テーマ：保健師活動の成果のみせ方
―評価の力をつける！
プログラム：下記URL 参照
参加費：会員1000円，非会員3000円
申し込み方法：下記URL より
申し込み締切：8月 15 日（月）

http://plaza.umin.ac.jp/̃JAPHN/?p 
=1382
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